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解決すべき地域の課題

活動状況

活動に参加している利用者の状況（市営住宅の住民および近隣住民）

住戸の活用状況

活動団地の場所

【団地名】 【所在地】

「市営住宅のコミュニティ活性化事業」の利用による変化

• 不登校児童の増加や地域内交流関係の希薄化が進んでいる。
• 塾に通うことが難しい子どもにとって、自宅以外に集中して勉強できる場所が必要。
• 鶴見区では子育て世帯が多く、共働きやひとり親家庭が増加している。子育て家庭と地域
とのつながりを持ってもらうためにも、子どもたちの居場所作りを行う。

コリックの居場所

コリックの勉強部屋、こども食堂、みんな食堂

鶴見区鶴見１丁目２番鶴見住宅 ６号館 101号室

• 小中学生を対象とした学習支援を行い、家庭学習習慣を身につけることを目的とした自習
室を提供する。

• こども食堂や子育て世帯への食支援を行いながら、地域住民とのつながりを作るため、み
んな食堂を開催する。

鶴見住宅

調理
スペース

スタッフ控
室・面談室

学習部屋

遊び・食事
部屋

• 毎週水曜日（16時～20時）に学習支援とこども食堂を実施。

• 対象：0歳から18歳未満のこども、地域等の利用制限はなし

• 利用料：こども無料、大人200円

• 一度の開催で約25名のこどもが利用している。

【活動の様子】

• 近隣のこどもたち（小学生が大多数を占める）が利用している。
• 活動を始めて半年が経過したが、利用児童が限定的になっている。

• 学習部屋の畳の上にカーペットを敷いている。
• 遊び・食事部屋の畳の上にはクッションフロア

を敷いている。
• 和室2部屋をそれぞれ学習部屋/遊び・食事部屋

と区分分けをしている。

室内の活用状況

• 開所当初は、知り合いのこどもたちだけの利用だったが、口コミで利用者が増え、今では
毎週約25名程度のこどもたちが利用している。

• 地域住民の方との関わりが少なく、活動をしていることを知らない方もたくさんいるため、
今後は地域住民の方にも広報活動を行っていきたいと考えている。
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